
会員の皆様へ

新会員制度への

ご移行のご案内

2026年6月17日

本資料では、新しい会員制度の内容と

現行制度からの移行方針についてご説明します。

AnCoは、自治体・企業・学術が交わり、共創の芽が育つ基盤です。

新会員制度は、その基盤をより持続可能にするための再設計です。
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制度見直しの背景
AnCoは、会員の皆さまとの継続的な対話を通じて、現場の課題や実践の価値を受け止め、分科会・セミナー・共同プロジェクト・受託事業等へ接続
する共創プラットフォームを目指しています。
新会員制度は、そのための接点と運用ルールを明確にし、会員にとっても事務局にとっても持続可能な仕組みへ再整理するものです。

①

現行制度の課題

企業規模による

サービス区分

「大企業・中小企業・スタートアップ」の区分

がサービス内容と連動しており、

会員の目的に合った選択が困難でした。

②

現行制度の課題

個別相談の

ルール未整備

個別相談の頻度・担当者・範囲が

明確でなく、事務局負荷が集中する

状況が続いていました。

→

再設計の方針

共創プラットフォームを

支える制度再設計

個別相談を、課題整理・前処理・分科会／

共同プロジェクト形成へつなぐ入口として制

度化。

会員との継続的な接点を通じて、共創基盤
を持続可能にします。
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新会員制度で目指すこと
会員との接点を、共創プロジェクト形成の入口へ

新会員制度は、単なる会費区分の変更ではなく、AnCoのCore機能である「前処理・翻訳・伴走」を持続可能に運用するた
めの共創基盤整備です。

これまで 新制度で目指すこと

会員種別が企業規模に依存 会員の目的・関与度に応じて選択できる制度へ

個別相談が事務局判断に依存 相談回数・申込方法・範囲を明確化

相談が単発で終わりやすい 分科会・セミナー・共同企画・受託事業へ接続

共創の入口が見えにくい 会員がAnCoに相談し、共に問いを育てる導線を整備

事務局負荷が属人的 相談ログ・総枠管理により持続可能な運用へ

新会員制度を通じて、会費徴収の仕組みを、共創プラットフォーム形成を促進する仕組みへ転換します。

安寧社会共創イニシアチブ（AnCo） 3 / 11



会員種別と年会費・サービス内容
年会費に応じた5段階で、利用できるサービスが変わります

会員種別 口数 年会費 個別相談 HP掲載 セミナー 議決権

ねりきり 20口 100万円 月1回・年12回 大 5名 有

ようかん 10口 50万円 年6回以内 中 2名 有

どらやき 5口 25万円 年3回以内 中 1名 有

おはぎ ２口 10万円 なし ＊ — 1名 有

あずき 1口 5万円 なし ＊ — 1名 有

賛助（自治体・大学） — 無料 — — 2名 なし

賛助（個人） — 1万円 — — — なし

賛助（学生） — 無料 — — — なし

＊ おはぎ・あずきは追加相談（有料・1回100,000円）可。事前申込制・60分以内。　■ 非公開セミナー非会員参加費　内容に応じて個別に設定。

■ 企業会員の選択基準　中小企業・スタートアップを除く営利企業は年会費5口以上（どらやき以上）の選択が必要です。

■ HP掲載枠　「会員・入会案内」または「活動の様子」ページへ掲載可（AnCoの主旨に合致する取り組み対象）。大＝1画面／中＝1/2画面／小＝1/4画面。

■ 入会特典ワークショップ　ご入会後1回、試行版ワークショップを無料で実施します（以降は別途有料）。

■ 賛助会員（自治体・大学等）　AnCoは参画いただいた自治体・学術機関と会員企業との連携・紹介を担うハブ機能を提供します。
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旧制度・新制度の対比
お客様の旧会員種別と新会員種別の対応関係

旧会員種別 年会費 → 新会員種別 年会費（継続）

正会員・大企業 25万円 → どらやき  🔸 25万円

正会員・中小企業 10万円 → おはぎ 10万円

正会員・スタートアップ等 5万円 → あずき 5万円

賛助会員・大企業 25万円 → どらやき（議決権なし） 25万円

賛助会員・中小企業 10万円 → おはぎ（議決権なし） 10万円

賛助会員・スタートアップ 5万円 → あずき（議決権なし） 5万円

賛助・自治体・大学 無料 → 賛助会員（継続） 無料

個人会員 1万円 → 賛助（個人） 1万円

学生会員 無料 → 賛助（学生） 無料

※ 手続き不要・追加負担なし。年会費はそのままで、対応する新会員種別へ自動移行します。
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移行方針

現行会費のまま

自動移行します
現在の年会費のまま、対応する新会員種別へ自動的に移行します

払い戻し・追加請求は一切ありません

手続き不要。通知をお待ちください

2026年6月17日　新制度適用開始
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あなたの移行先の会員種別は？
旧会員種別ごとの新会員種別対応表

■ 正会員

旧種別 旧年会費
→ 新会員種別
（自動移行）

大企業 25万円 どらやき  ※

中小企業 10万円 おはぎ

スタートアップ等 5万円 あずき

■ 旧賛助会員

旧種別 年会費 → 新会員種別（自動移行）

大企業 25万円 どらやき（議決権なし）

中小企業 10万円 おはぎ（議決権なし）

スタートアップ 5万円 あずき（議決権なし）

自治体・大学等 無料 賛助（継続）

個人会員 1万円 賛助（個人）

いずれも手続き不要。2026年6月17日より自動的に新会員種別が適用されます。

※ 大企業は「どらやき」へ自動移行。移行後にねりきり・ようかんへのアップグレードも可能

です。
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学生会員 無料 賛助（学生）



新制度で変わること・変わらないこと

✓  変わらないこと

✓ 年会費の金額（据え置き）

✓ 議決権（正会員）

✓ 公開セミナーへの参加（一般公開・非会員も参加可）

✓ 分科会への参加（会員限定・プロジェクト創出の場）

✓ レポート・コラム閲覧

✓ メールマガジン受け取り

✓
賛助会員の無料参加
　　（自治体・大学：分科会でアドバイザー・フィールド提
供者として参加可）

★  新設・変更されること

★ 個別相談の制度化

会員種別の回数・担当者・範囲を明文化

★ HP掲載枠の規定化

会員種別掲載サイズ（大・中・なし）

★ 会員種別の名称変更

和菓子シリーズ（ねりきり〜あずき）

★ 非公開セミナー枠

会員種別ごとの参加人数を明確化
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個別相談制度について
共創プロジェクト形成に向けた「入口」としての壁打ち

個別相談とは

個別相談は、会員の課題や関心を整理し、AnCo内での共創可能性を明確にする入口です。
理事または事務局担当者と、1回60分以内で相談できます（事前申込制）。
必要に応じて、分科会・セミナー・共同企画・個別契約等へ接続します。

【相談の例】
・新規事業や地域施策の方向性整理
・ロジックモデルや評価設計の初期相談
・自治体施策や研究連携との接続可能性の確認

【対象外】
評価実施・調査・研究・継続伴走等の実務を伴うものは、別途受託事業として実施します。

会員種別 相談頻度（特典内） 担当 追加相談

ねりきり 月1回以内（年12回） 理事・事務局 有料で追加可

ようかん 年6回以内 理事・事務局 有料で追加可

どらやき 年3回以内 理事・事務局 有料で追加可

おはぎ・あずき 特典内なし — 有料（1回10万円）

※ 発足後の評価・研究・調査等は別途委託契約による受託事業として実施します。入会に関するご相談は随時受け付けています。
■ 運用上限　年間供給能力（目安：約100件）の範囲内で運用。　■ 制度運用　相談内容の蓄積・会員構成・事務局体制等を踏まえ、必要に応じて見直しを行います。
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スケジュールとお手続き
手続き不要・自動移行です

2026年
4〜6月

移行通知・確認

全会員へ個別

通知をお送りします

2026年
6月16日　総会

議決

会費・会員種別

改定の議決

2026年
6月17日〜

新制度適用開始

手続き不要で

自動移行

随時

相談受付・HP更新

新申込フォーム・

HP改訂

▶ ▶ ▶

お手続きは不要です。移行通知をご確認いただき、ご不明な点は事務局へご連絡ください。
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お問い合わせ

安寧社会共創イニシアチブ（ AnCo）事務局

新会員制度に関するご質問・ご不明点はお気軽にご連絡ください。

入会に関するご相談も随時受け付けています。

個別相談の申込はフォームよりお申し込みください。

AnCoは、自治体・企業・学術が交わる共創基盤として、

社会実装に向けた対話と連携を支えます。

新会員制度を通じて、その基盤をより持続可能なものにしていきます。

安寧社会共創イニシアチブ（AnCo）　2026年度　新会員制度ご案内
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